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本日のご説明の概要

民間の経営マネジメントによる効率性の追求と公共･社会的使命の追求

（１）コスト削減等の効率化の成果は、社会・公共に還元

・累計で約３．３兆円の賃借料を高速道路機構へ支払い、約３９０億円の法人税等を納付 （Ｐ２）

・業績は順調に推移してきたが、笹子トンネル事故を受けた緊急点検や安全性向上施策のため、高速道路事業は2012年度から

２期連続で損失を計上（連結営業利益は黒字を確保・提出資料Ｐ３）

（２）民間企業としての経営マネジメント

・民間同等の経営マネジメントの導入（中期経営計画、ＫＰＩ（※）の設定、リスクマネジメント・Ｐ３～４）

・政府保証に依存せず、建設資金を円滑に調達（2010年度以降は必要資金をすべて自主調達・提出資料Ｐ５）

・グループ化による危機管理体制の確立 ⇒ 駿河湾地震（2009.8）による東名被災時のグループ一体となった迅速な復旧対応（Ｐ６）

（１）高速道路ネットワークの効果的な形成（建設事業） ～「つながる」効果の発揮、早期開通・コスト削減に注力～
民営化以降、2015年3月末までの間に１８区間・約３５４ｋｍを新規開通、20か所のスマートＩＣを整備 （Ｐ９）

・新名神（亀山JCT～甲賀土山・19km）・新東名（御殿場JCT～三ケ日JCT・162km）を予定より約１年間早期に開通

・現場の創意工夫などにより、当初協定に対して約２２％の建設コストを削減

１）東海道ダブルネットワーク形成
・新東名（静岡県区間）・新名神（亀山ＪＣＴ～草津田上ＩＣ）の開通 ⇒ ダブルネットワーク効果の実感 （Ｐ11）

２）国土横断軸、日本海国土軸の完成
・東海北陸道の全線開通 ⇒ 国土横断軸の完成、成長著しいアジアとの貿易アクセスルートを形成
・舞鶴若狭道の全線開通 ⇒ 日本海国土軸の完成

３）大都市圏の環状道路の連結
・ＮＥＸＣＯ中日本管内の圏央道の全線開通 ⇒ 関越道から新湘南バイパスまでのネットワークが完成
・名古屋第二環状道（東南部）の開通 ⇒ 名古屋圏の環状道路整備率は ６７％

※NEXCO３会社合計では約１０．８兆円

１．経営全般の状況

２．高速道路事業の取組み状況

※重要業績評価指標
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１）新たなコンセプトのエリア「ＮＥＯＰＡＳＡ・ＥＸＰＡＳＡ」の展開、トイレの快適性向上 ⇒ すべてのお客さまの快適性を追求（Ｐ25）

２）ぷらっとパークの整備 ⇒ 地域に開かれた休憩施設 （Ｐ25）

３）地域テナントの誘致による地域との調和、地産地消の展開 （Ｐ26）

４）海外道路事業者との積極的な交流・国際貢献を通じ、海外での高速道路事業・コンサルティングなどの収益事業化へ取組み（Ｐ27）

５）高速道路と関連した新規事業の展開 ⇒ 高架下の有効活用、ＳＡでの広告事業、建設現場見学ツアーなどの旅行業 （Ｐ27）

６）テラスゲート土岐のグランドオープン（2015.4.24） ⇒ 高速道路の価値を高めるインターチェンジ周辺開発 （Ｐ27）

４．会社からの提案事項

（１）民間の経営マネジメントによる効率性の追求と公共･社会的使命を追求するための取組み

（２）会社間の協調と競争の促進及び関係機関との連携強化により、迅速かつ機動的に事業を展開するための取組み

（２）高速道路の価値をまもり、高めるための取組み（保全・サービス事業）

１）安全性向上に向けた不断の取組み

⇒ 笹子トンネル事故を受けて「安全性向上３カ年計画」を策定し、重量構造物の撤去・移設などの着実な実施のほか、安全を

最優先とする企業文化の構築、安全管理体制の確立、業務プロセスの見直しなどグループ一丸となって取り組み（Ｐ12～13）

２）道路構造物の経年劣化対策の取組み

⇒ 大規模更新・大規模修繕事業の計画的な実施、保全点検の強化、重量超過車両の取締り強化 （Ｐ14～16）

３）東名・東名阪道における暫定３車線運用 ⇒ 高速道路を「賢く使う」取組み （Ｐ17）

４）災害に強い道路づくり （Ｐ18～19）

５）交通事故防止に向けた安全対策（ハード対策、ソフト対策）、渋滞対策の推進 （Ｐ20～21）

６）管理コストの削減 （Ｐ22）

７）料金の企画割引「速旅」を積極的に実施 ⇒ 地域と連携した広域周遊観光の促進、訪日外国人旅行者向け商品も （Ｐ23）

３．関連事業の取組み状況
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１ 経営全般の状況



１ 経営全般の状況 ①債務の確実な返済

○ＮＥＸＣＯ中日本では、民営化後８年半の累計で約３．３兆円※ の賃借料を機構へ支払い
さらに、約３９０億円※ の法人税等を納付

○機構は、会社からの貸付料で有利子債務を順調に返済
2005年度期首２７．３兆円⇒2014年度期首２１．３兆円※ （計画値：２２．３兆円）
（※NEXCO３社の全国路線網＋一の路線、高速道路利便増進事業による承継債務1.9兆円の移動を考慮）

道路関係四公団合計で約４０兆円に上る有利子債務を一定期間内に確実に返済

2

民営化後8年半（2005.10～2014.3）の累計値

（単位：億円）

NEXCO
中日本

道路資産賃借料 32,760

法人税等 386

機構の有利子債務の推移（ＮＥＸＣＯ３会社合計）
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※NEXCO３会社合計では約１０．８兆円

※NEXCO３会社合計では約１，０７０億円



１ 経営全般の状況 ②民間企業としての経営マネジメント

【民間企業としてのマネジメント】

・民営化後は、通常の民間企業と同じ経営管理手法を導入
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○中期経営計画「チャレンジⅤ」

ＮＥＸＣＯ中日本グループでは、グループ全社員の共通目標として中期経営計画を策定し、
経営環境の変化に応じ、毎年度、経営方針・経営施策を見直し

グループの現在の姿を示す指標としてＫＰＩ（重要業績評価指標：Key Performance 
Indicator）を設定して施策の達成状況を把握するとともに、その実績を公表

経営計画2013

経営計画2014

※ＫＰＩの一例

【凡例】2013年度の達成状況
目標達成 ：■
10％未満の未達：■
10％以上の未達：□
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○ＣＳＲ活動

ISO26000などの国際規格を参考に、企業価値を維持するための『基本的CSR活動』
とあわせて、自社の経営資源や強みを活かした『NEXCO中日本ならでは』のCSR活動
に積極的に取り組み

ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションツールとして、NEXCO中日本グルー
プの事業活動のうち、社会の期待に応えるための取組みを「ＣＳＲ報告書」として公表

本業を通じて的確に社会の期待に対応することが私たちのCSR活動です。

○リスクマネジメント

事業活動に関わるさまざまなリスクに適切に対処するため、
リスクマネジメントシステムを整備し、グループ全体で運用

○コンプライアンス

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ講演会

2011年から2012年にかけて、当社元社員による所得税法違反及び詐欺事案、
不適切な事務処理事案が発覚
これを受け、当社グループでは、再発防止のため、倫理・法令遵守担当役員（ＣＣＯ）の

設置や講演会、ｅラーニングなど、グループ全体でコンプライアンスの取組みを推進

１ 経営全般の状況 ②民間企業としての経営マネジメント

ＣＳＲ・コンプライアンス・リスクマネジメント
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・道路維持管理業務や、サービスエリアの運営業務などをグループ化し、経営の効率性・透明性を向上
⇒24時間365日、グループ各社との協働で管理運営を実施、お客さまの安全・安心を確保し、快適な高速道路空間を提供

ＮＥＸＣＯ中日本

料金収受
グループ会社

維持修繕
グループ会社

保全点検
グループ会社

交通管理
グループ会社

サービスエリア事業
グループ会社

⇒お客さまに、安全・安心・信頼される道路サービスを提供するために不可欠な業務は、本来業務として実施に関
するノウハウを蓄積し活用することにより、更なるコスト管理の徹底・ＣＳ向上のため、グループ経営を導入

第３回高速道路会社・機構・国土交通省連絡協議会（2006.2.16）

○民営化前のいわゆる「ファミリー企業」
・道路公団との出資関係がないものの、道路公団との業務上のつながりが極めて強い公団関連企業

（道路関係四公団民営化推進委員会「意見書」）

⇒業務受注における高コスト体質や、情報開示の不透明性、道路公団ＯＢによる天下りなどの批判

実質的な道路管理者として
総合的にマネジメント

交通管理業務

気象変動・事故等の情報収集
情報板・防災設備等の制御

事故処理支援・落下物処理
等に対する交通確保

料金収受業務

お客さまからの料金収受

橋梁の路面改修雪氷作業

維持修繕業務

保全点検業務

高速道路の健全度等の把握

休憩施設運営業務

サービスエリアの運営・テナント管理

・連結子会社 2社

・連結子会社 4社

・連結子会社 2社
・持分法適用関連会社 1社

・連結子会社 2社・連結子会社 9社
・持分法適用関連会社 6社

※上記のほか、連結子会社 6社（車両管理、人材サービスなど）、持分法適用関連会社 6社（トラックターミナル、ＩＣＴなど）
※会社数は2015年3月現在

１ 経営全般の状況 ③グループ経営の導入
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【グループ一体となった災害復旧の事例】

・駿河湾を震源とする地震による東名高速被災（2009年8月）
２００９年８月１１日５時７分頃発生した駿河湾を震源とする地震により、東名高速道路牧之原SA近くの盛土のり面が

崩落し通行止に。NEXCO中日本グループ（約1,200人）が初動より一体となって、崩落の危険性の高い困難な施工
状況下においても、昼夜にわたり迅速な応急復旧を実施、１１５時間で通行止めを解除し、夏季混雑期の高速道路
の交通を確保。

・台風９号による東名高速被災（2010年9月）
一般国道246号が長期閉鎖となった災害であったにもかかわらず、初動よりグループ一体となって東名の被災担当地区

の協力会社の協力も得て、東名（大井松田～御殿場）を一晩（約２０時間）で仮復旧。この対応の中において、協力会社は
約４０人程度の通常体制を、現場に精通した作業員を雇用する地元企業への応援要請を含めて８０人体制へ増強。

応急復旧工事（上空写真）
東名・牧之原ＳＡ付近

１．危機管理・応援体制の確立

○ＮＥＸＣＯ中日本グループの一員として使命感を共有し、グループ各社が自主的な判断を行いつつ、ＮＥＸＣＯと
一体となって不測の事態にも迅速・的確な対応が可能に

【グループ一体となった復旧応援の事例】

・東日本大震災における応援派遣（2011年3月～）

2011年3月12日（震災の翌日）から要員延べ1,100人、車両延べ700台・日の派遣を実施

支援先 支援状況 期間 備考

NEXCO東日本 発電車・標識車支援 3/12～5/13 発電車３台、標識車１０台

福島県いわき市 救援物資の配送支援 3/20～4/ 6 車両８台(ﾄﾗｯｸ4台、給油車1台、他3台）、作業員１４名

宮城県石巻市
給水活動の支援 3/18～4/17 車両６台(給水車2台、他4台）、作業員８名

ﾊﾞｲｵﾄｲﾚの設置支援 4/ 1～8/25 バイオトイレカー１台、バイオトイレ単体２台、作業員２名

宮城県石巻市での給水活動

１ 経営全般の状況 ④グループ化の成果
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２．効率性の向上

○業務の見直し、間接部門の共有化を通じたコスト削減や、技術・ノウハウのグループ内での蓄積・活用により、
効率性を向上

１ 経営全般の状況 ④グループ化の成果

【サービスレベル向上の主な事例】

○お手洗いの清掃品質や料金所、パトロール、サービスエリア等における接客レベルの向上
○施設設備の故障復旧にかかる平均所要時間の短縮

３．ＣＳの向上

○お客さまを第一にするという基本姿勢のもと、グループが自律性をもって業務を実施することによるサービスレベ
ルの向上を通じてＣＳを向上

４．透明性の確保

○連結決算による透明性の確保とともに、コンプライアンスの徹底やリスク管理の強化を通じてガバナンスを強化

【透明性確保に向けた主な施策】

○連結決算の実施
○子会社から下請会社への発注の適正化 ⇒ 下請会社の選定にあたっては、原則として競争性を適用
○グループ会社に対するガバナンス強化策の実施 ⇒ グループ業績評価の導入による経営計画の着実な実行、ＰＤＣＡを着実に推進

お客さまからのお褒めの件数推移

【効率性向上の主な例】

○維持修繕業務の効率化（中央分離帯側の側溝清掃の機械化）

○保全点検業務の効率化（路面性状測定車（ROAD TIGER）の開発）

その他、備品等の一括調達など
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２ 高速道路事業の取組み状況



２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路ネットワークの効果的な形成
①民営化以降の開通実績とコスト削減

○ＮＥＸＣＯ中日本では、民営化以降、2015年3月末までの間に１８区間・約３５４ｋｍ（※）を新規開通、
２０か所のスマートインターチェンジを整備

○特に、新名神（亀山JCT～甲賀土山・19km）・新東名（御殿場JCT～三ケ日JCT・162km）を予定より約１年間早期に開通

○現場の創意工夫などにより、当初協定に対して約２２％の建設コストを削減
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（億円）
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協定限度額

約22％削減

完成引渡額

（注）2006年4月から2015年3月までに完成引渡した
箇所を対象に集計（残事業を含む）

約26,000 約20,300

有料道路として整備すべき区間について、民間の経営上の判断を取り入れつつ、必要な道路を
早期に、かつできるだけ少ない国民負担の下で建設

（※）開通延長は連絡路等を含む実延長で記載

≪民営化以降の開通区間≫

開通・完成区間 距離（km） 開通・完成日 備考

紀勢道　勢和多気Ｊ～大宮大台 13.4 2006/3/11 協定どおり

中部横断道　増穂～南アルプス 6.2 2006/12/16 3カ月短縮

圏央道　八王子Ｊ～あきる野 9.6 2007/6/23 3カ月遅延　※

新名神　亀山Ｊ～甲賀土山 18.8 2008/2/23 １年短縮

東海北陸道　飛騨清見～白川郷 25.0 2008/7/5 ３カ月遅延

紀勢道　大宮大台～紀勢大内山 10.4 2009/2/7 ２カ月短縮

東海環状道　美濃関Ｊ～関広見 2.9 2009/4/18 １カ月遅延　※

圏央道　海老名Ｊ～海老名 1.9 2010/2/27 １カ月短縮

名二環　名古屋南Ｊ～高針Ｊ 12.7 2011/3/20 協定どおり

圏央道　高尾山～八王子Ｊ 2.0 2012/3/25 ２年遅延　※

新東名　御殿場Ｊ～三ヶ日Ｊ 162.0 2012/4/14 １年短縮

東海環状道　大垣西～養老Ｊ 6.0 2012/9/15 協定どおり　※

紀勢道　紀伊長島～紀勢大内山 10.3 2013/3/24 協定どおり

圏央道　海老名～相模原愛川 10.4 2013/3/30 ２年遅延　※

圏央道　茅ヶ崎Ｊ～寒川北 5.1 2013/4/14 ２年遅延　※

圏央道　相模原愛川～高尾山 14.8 2014/6/28 １年３カ月遅延　※

舞若道　敦賀Ｊ～小浜 39.0 2014/7/20 ８カ月短縮

圏央道　寒川北～海老名Ｊ 4.3 2015/3/8 ４年遅延　※

合計 354.8

※印は、合併施行区間

≪民営化以降の開通区間の建設費≫
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○今後、265ｋｍの高速道路を開通させ、29カ所のスマートインターチェンジを整備

○また、事業を効率的に推進し、建設コストの削減に取り組む

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路ネットワークの効果的な形成
②高速道路ネットワークの早期整備



○2012年4月14日の新東名（御殿場JCT～三ケ日JCT）162ｋｍの開通により、静岡県内の新東名と東名の交通量
の合計は約10％増加で推移

○交通量の割合が新東名48％・東名52％と交通の分散が図られたことで、渋滞も大幅に減少

■新東名の開通後３年目の平均交通量は、全日４０千台/日
（平日42千台/日、休日38千台/日）
■静岡県内の新東名と東名の交通量の合計は、全日＋12％
（平日＋17％、休日＋8％）とそれぞれ増加

■新東名の開通後３年目に静岡県内の新東名・東名で発生した
１０ｋｍ以上の渋滞は１３回
■開通前同時期に静岡県内の東名で発生していた渋滞回数と
比較すると、約９割減少

出典：新東名（静岡県）インパクト調整会議記者発表資料に一部加筆 11

ストック効果 ： 新東名（御殿場ＪＣＴ～三ヶ日ＪＣＴ）の開通後の効果

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路ネットワークの効果的な形成
③ストック効果

73.2

43.5 44.1 42.9

39.5 40.0 39.5

開通前

（2011年）

１年目

（2012年）

2年目

（2013年）

3年目

（2014年）

東名 新東名（千台/日）

83.0 84.１ 82.3 約10％増
約40%減

ほぼ横ばい 開通前

（2011年）

開通１年目

（2012年）

18回

227回

（回） 東名１回

新東名17回

東 名

【
渋
滞
回
数
】

開通２年目

（2013年）

19回

東名13回

新東名6回

約90％減（対開通前）

開通３年目

（2014年）

1３回

東名４回
新東名９回



中央道笹子TN天井板落下事故の教訓を踏まえ、安全性向上３カ年計画を実行。

１．安全を最優先とする企業文化の構築

２．構造物の経年劣化や潜在的リスクに対応した業務プロセ
スの見直し

３．安全管理体制の確立

４．体系化された安全教育を含む人材育成

５．安全性向上に向けた事業計画

1

安全に関する情報

・社内の事故・不具
合事象等の情報

・海外含む社外の
事故・不具合事象
等の情報

・現場の改善提案
など

・お客さまの声
など

安全掲示板

建設
部門

保全
部門

関連事業

部門
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ

部門
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会社

グループ内各部門

経 営 陣

情報の収集

情報の収集情報の発信

ﾒｯｾｰｼﾞの発信
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
（改善の方針）

分類・分析

（安全管理部門）

報告

安全指導

グループ内での
情報共有

安全に関する情報の一括管理と活用

経営理念の見直し、安全に対するグループ内の連携強化

PDCAサイクル再構築、点検要領の見直し、点検技術の高度化

安全に関する情報開示、有識者委員会への報告と検証

• 安全安心にかかるKPIを設定し、進捗状況を公表
• ３カ年計画の取組み状況を評価・検証し、その結果を安全性向上有識者委

員会へ報告し、ご意見をいただき、更なる改善に努める。

点検全体計画の
立案

保全・サービスセンター 所長が計画策定し、支社部長が全体計画を統合し決
定（明確化） ・ＮＥＸＣＯによるエンジ会社計画書の審査、照査者による照査を実施

判定会議の実施
（点検判定会

議）

２ヶ月に１回開催（定期化。頻度・内容を明確化）
・照査者、支社関係部署の参加。点検計画の実施状況確認
・補修・補強計画案の策定、補修時期・優先順位の見直し

対策検討会議
（支社開催）

年２回開催（新規： 次年度工事計画案、年間の総括）
・照査者、支社部長、関係部署の参加
・補修・補強計画の確認、補修実施上の課題報告、経過観察などの確認

安全管理に関する技術力の向上、現地体制の強化

名古屋大学と連携して設置した
橋梁点検技術の研修施設
（Nu-Bridge)

トンネル内の天井板や換気ダクト等の重量構造物対策の実施
上空構造物の撤去、および２重の安全対策の実施

路面表示にて代替えできる門型柱を撤去

吊金
物

TN内信号機に２重の安全対策として吊金物を設置

設備点検の技術を研修する施設
（E-mac）

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

①安全性向上３カ年計画

・点検要領の見直し（2014.7.1；省令対応改定,2015.4.1；２次改訂）

12



【天井板】（笹子トンネル以外）《２トンネル・３チューブ》全て撤去完了 ※チューブ：トンネルを上下別に１つとした単位

天井板の搬出状況

天井板撤去後
（ジェットファン設置）

トンネル数 都道府県 道路名 トンネル名 上下線区分 トンネル延長
（ｍ）

天井板の延長
（ｍ）

撤去時期

1※ 長野・岐阜 中央道 恵那山 下 8,489 8,489 2013.6.21～7.9

2
神奈川 東名 都夫良野 下（右） 1,656 13 2013.9.2～9.5
神奈川 東名 都夫良野 下（左） 1,689 11 2013.6.30～7.5

トンネル数 都道府県 道路名 トンネル名 上下線区分 トンネル延長
（ｍ）

天井板の延長
（ｍ）

撤去時期

3 岐阜 東海北陸道 各務原 下 3,015 24 2013.6.18

4
静岡 東名 日本坂 上（右） 2,370 26

2013.6.27～7.8
静岡 東名 日本坂 下 2,555 34

(1)※ 長野・岐阜 中央道 恵那山 上 8,649 227 2013.7.9～7.10

5
静岡 東名 蒲原 上 704 53

2013.7.16～7.19

静岡 東名 蒲原 下 714 38

6
静岡 東名 興津 上 505 52
静岡 東名 興津 下 521 37

7
静岡 東名 清見寺 上 780 37
静岡 東名 清見寺 下 785 52

8 富山 東海北陸道 袴腰 対面通行 5,932 23 2013.11.11～11.13

9
福井 北陸道 今庄 上 2,755 62

換気ダクト・東西坑口部

2014.3.18～5.19福井 北陸道 今庄 下 2,756 52
東西坑口部

10 福井 北陸道 敦賀 上 3,225 25

トンネル数 都道府県 道路名 トンネル名 上下線区分 トンネル延長
（ｍ）

対象物の延長
（ｍ）

対応方針

11 東京 圏央道 川口 上 1,952 13 第三者被害影響範囲部分を撤去

12 東京 圏央道 八王子城跡 上 2,386
150
20

・ダクト材料を軽量かつ強固なものに取替えた上で、部材補強
による二重の安全対策を実施予定（対策が完了するまでは点
検強化及びセンサーによる監視強化）
・第三者被害影響範囲部分を撤去）

13 静岡 新東名 富士川 上 4,503 32 2014.5.22（二重の安全対策完了）

【換気ダクト類】《１１トンネル・１７チューブ》うち16チューブ撤去等完了

《撤去しないもの》

《撤去するもの》

○笹子トンネル天井板落下事故を踏まえ、直ちに取り組む施策として取り組んできている、道路上などに設置されている構造物
（トンネル天井板や換気ダクト等の重量構造物など）の撤去・移設又は二重の安全対策を推進。

恵那山トンネル（下り線）
天井板撤去

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

①安全性向上３カ年計画 道路構造物の撤去等

13
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○我が国の高速道路の橋梁（橋長15ｍ以上）は約6,900橋※

○そのうち築後50年以上の割合は0.3％（2011年時点）

0%

12%

38%

現在
（2011）

20年後
（2031）

10年後
（2021）50年経過橋梁

（24橋）
50年経過橋梁

（824橋）

50年経過橋梁
（2,624橋）

○NEXCO中日本の管理する高速道路は2,007km（2015年3月末現在）
○開通後40年を経過する東名・名神をはじめ、開通後30年を経過する道路が全体の約６割を占める。

※2015年3月末現在の経過年数

0

200
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1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

19641969 1979 198519901995 2000 '05 '08 '10 '13'14 2015
（年度期末）

3
0
年

以
上

約
1
,2

2
6
km

3
0
年

以
上

約
1
,2

0
3
km

2015.3現在
2,007㎞

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

②道路老朽化対策の本格実施

⇒事後保全から計画保全への転換とともに、長期的な視点からの大規模更新・大規模修繕が必要
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○ NEXCO中日本が管理する高速道路は、経過年数の増加に伴い老朽化が進展するとともに、厳しい使用環境に
より、著しい変状が顕在化

○ これまで実施してきた従来の修繕のみでは、重大な変状に進展し、通行止等が発生するおそれがある状況。
○ このため、重大な変状に進展するおそれがある箇所について、大規模更新・大規模修繕を実施する箇所として

選定し、2015年3月に国土交通大臣より事業許可を受けた。お客さまをはじめ、ステークホルダーの皆さまの
ご理解とご協力をいただけるよう、コスト削減等の努力を重ねながら、計画的に取り組む。

○また、道路法施行規則の改正（2014年7月施行）を受け、保全点検要領を改訂し確実に点検を実施。
※保全点検要領（2014年7月改訂；省令対応、2015年4月 2次改訂）

分類 区分 項目 主な対策 対策箇所 延長※１ 事業費※2

大
規
模
更
新

橋梁

床版 床版取替
中央自動車道小早川橋
名神高速道路芹川橋 など

74 ㎞ 6,961 億円

桁 桁の架替 － ㎞ － 億円

小 計 74 ㎞ 6,961 億円

大
規
模
修
繕

橋梁

床版 高性能床版防水 など
名神高速道路
揖斐川橋 など

100
㎞

387 億円

桁 桁補強 など
東名高速道路
朝比奈川橋 など

59 ㎞ 1,319 億円

土構造物 盛土・切土
グラウンドアンカー
水抜きボーリング など

中央自動車道
大月ＩＣ～勝沼ＩＣ間 など

4,977箇
所

738 億円

トンネル 本体・覆工 インバート など
東海北陸自動車道
各務原トンネル など

35 ㎞ 696 億円

小 計 3,140 億円

合 計 10,101 億円

※1 上下線別及び連絡等施設を含んだ延べ延長（全体対象約3,900㎞） ※2 端数処理の関係で合計が合わない場合がある

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

②道路老朽化対策の本格実施



○高速道路の構造物の劣化に多大な影響を与え、交通安全上重大な事故に繋がる恐れのある重量超過等の法
令違反車両に対して、専門の取締り部隊による取締りや、常習違反者への「講習会」、「大口・多頻度割引」の割
引停止等を実施

○今後、重大な違反者への「積荷の軽減措置」や、自動計測装置を用いた常時取締りなどの取締り強化を目指す

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

②道路老朽化対策にあわせた法令違反車両の取締り
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●重量測定 ●講習会による指導

3,638 3,160 3,597 3,097
4,463 4,262 4,152 4,385 3,920

6,330 5,794 6,178 6,229

13,647 13,179 14,067 14,272 13,990
57.5 54.5 

58.2 
49.7 

32.7 32.3 29.5 30.7 28.0 

41.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

3,000
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違
反
率
（
％
）

違
反
・
検
問
台
数
（
台
）

違反台数 検問台数 検問違反率 違反率平均

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
講習会対象者 85社 96社 57社 64社 64社
割引停止措置 1件 2件 0件 2件 0件

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
講習会対象者 38社 74社 74社 91社 71社
割引停止措置 0件 0件 0件 2件 0件
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高速道路ネットワークが整備されるまでの間、暫定３車線運用、付加車線設置などの渋滞対策を実施

○東名 岡崎地区 暫定３車線運用 ○東名阪 四日市地区 暫定３車線運用

運用区間 運用開始日

上り線 四日市ＩＣ～四日市東ＩＣ間 約3km 2012.12.13～

下り線 四日市東ＩＣ～鈴鹿ＩＣ間 約5km 2012.12.19～

・新名神 四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ（仮称）開通までの暫定
措置として、車線幅員や路肩幅員を変更することにより３車線
運用。

・新東名 浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣＴ開通までの暫定措置
として、車線幅員や路肩幅員を変更することにより３車線運用。
⇒ 短期間（約半年）かつコストを抑えた工事で大きな成果

運用区間 運用開始日

上り線 豊田ＪＣＴ～音羽蒲郡ＩＣ間 約21km 2011.10.21～

下り線 美合ＰＡ～豊田ＪＣＴ間 約15km 2011.10.21～

「賢く使う」取組み（暫定３車線運用の事例）

運用開始前 運用開始後 運用開始前 運用開始後

【運用前】 ：2010.10.23～2011.10.20
【運用後1年】：2011.10.22～2012.10.18
【運用後2年】：2012.10.19～2013.10.20
【運用後３年】：2013.10.21～2014.10.20

【運用前】 ：2011.12.22～2012.12.12
【運用後１年】：2012.12.20～2013.12.11
【運用後２年】：2013.12.19～2014.12.10

運用前と比較し、約95%の渋滞が解消
【音羽蒲郡～岡崎間（暫定３車線運用区間）】

運用前と比較し、約30%の渋滞が減少
【四日市Ｊ～亀山Ｊ間】

▲95％

▲30%

渋
滞
量
（km

×

回
数
）

渋
滞
量
（km

×

回
数
）

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

③『賢く使う』取組み



○高速道路やサービスエリアの防災機能を強化し、災害発生時には、お客さまの避難や救援部隊の活動を支援

18

救護テントの組み立て訓練

防災備蓄倉庫
災害時における休憩施設の活用（イメージ）

・業務継続計画（ＢＣＰ）に基づき、お客さまの避難に備えて、当社が管理するすべてのサービスエリアにおいて防災備蓄を推進

・避難誘導訓練、情報伝達訓練及び防災備蓄品のオペレーション訓練を実施

・法面（のりめん）や橋梁などの構造物の点検を行い必要に応じて補強対策を実施

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

④災害に強い高速道路づくり



・除雪体制の強化や関係機関との連携を強化
- 除雪機械の増強(2013年度冬期に長期間通行止めとなった地域)

- スタック車両の早期発見・早期排除体制の強化
①早期発見のためのｶﾒﾗ設置や早期排除のためのﾚｯｶｰ車の事前配置等
②改正災害対策基本法への対応

- 優先路線への応援体制の構築、関係機関との連携

- ＧＰＳを用いた除雪車両の位置の常時把握

公式ＷＥＢサイト
【雪道ドライブガイド（イメージ）】

ロータリー除雪車による排雪作業状況

・お客さまに対する大雪時の出控えや冬用タイヤ装着の啓発について、事前の大雪広報や情報提供を充実

公式ＷＥＢサイト【情報提供例）】 公式ＷＥＢサイト等【ステップ例）】 広域情報板【情報提供例）】
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○雪氷対策を強化し、冬季の安全な通行を確保

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

④災害に強い高速道路づくり
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・重大事故の発生につながる高速道路での逆走防止のため、警察庁と連携して逆走
事案の詳細な分析を行い、大型矢印標示などの視覚的な対策、Ｕターン防止のラ
バーポールなどの物理的な対策を統一的に実施

・その他、重大事故を防止するためのハード対策を推進

（ハード対策の例）

（ソフト対策の例）

・交通安全キャンペーンや高速道路交通安全セミナーの開催、安全走行ガイドや
渋滞予測ガイドの提供など、安全啓発活動を展開

また、重大事故につながりかねない車両制限令違反の車両に対して、関係機
関と連携して取締りや指導を実施

ラバーポール

高輝度矢印標示 大型矢印路面標示

（逆走防止対策の例）

○ハード対策とソフト対策の両面から交通事故の削減と走行環境の改善に取り組み、ＩＳＯ39001（道路交通安全

マネジメントシステム）により施策の効果の検証と最適化を行います。

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

⑤交通事故防止に向けた安全対策

強化型防護柵 高輝度レーンマーク 高機能舗装
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主な渋滞ポイント ≪名古屋地区≫ ≪東京地区≫

ボトルネック別渋滞損失時間（千台・時間）※

※渋滞損失時間とは、平常時は規制速度、渋滞時は
25km/ｈで走行した場合に発生する時間差を計上

①2012年度付加車線事業化

②2018年度新名神開通予定（暫定3車線運用中：2012.12～）

③渋滞ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟにおいて対策方針を決定

④渋滞ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟにおいて対策方針を決定

⑤2015年度新東名開通予定（暫定3車線運用中：2011.10～）

⑥2015年度新東名開通予定

⑦渋滞ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ協議会において検討中

○渋滞のボトルネックとなる箇所への付加車線の整備など、渋滞対策を推進

岡崎

豊田

名古屋

小牧

一宮

大垣

せと赤津

豊田藤岡

豊田松平

額田

蟹江

桑名

四日市

菰野

治
見

名
古
屋
南

東
海

飛
島

み
え
川
越

豊
田
南

湾
岸
長
島

長島

愛知県

一宮J

四日市J

四日市東

亀山J

御在所ＳＡ

亀山ＰＡ

岐阜羽島関ヶ原

①大和地区

④調布地区
③小仏地区

⑤岡崎地区②四日市地区

⑥宇利TN地区

⑦一宮地区

渋滞対策検討状況

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

⑥渋滞対策



【管理コスト】

○2003年12月22日政府・与党申し合わせを踏まえ、民営化までに３割の管理コストを削減

○民営化以降も、道路の安全かつ円滑な交通を確保するための一定の管理・サービス水準の

確保を前提に、発注ロットの効率化や新技術・新工法の積極的採用など更なるコスト削減に向けた

不断の取組みを継続

【人件費】※ （※道路事業（計画管理費及び建設投資）を対象とした役員・社員の報酬（給与）、賞与その他の手当の合計額）

民営化以降、賞与の削減、採用人員の抑制、定期昇給の一時停止、給与制度改革などの

人件費抑制の取組みを進め、2005年度比で約１０％の人件費を削減※ （※2013年度実績）
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人件費の推移 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

削減対象人件費実績
※ （億円）

１８８ １７８ １７８ １７４ １７１ １７１ １７２ １６６ １７０

人件費削減率 （％） 基準年度 ▲５．４ ▲５．３ ▲７．７ ▲９．３ ▲９．０ ▲８．７ ▲１１．７ ▲９．９

※ 削減対象人件費（協定人件費のうち給与費）とは、道路事業（計画管理費及び建設投資）が対象となり、役員及び社員に対して支給する報酬
（給与）、賞与及びその他の手当の合計額としています。ただし、法定福利費及び法定外福利費は含まれません。

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

⑦管理コストの削減



・民営化時の会社コスト削減により深夜割引等の時間帯割引を実施
・観光促進や地域活性化に繋がる独自の企画割引を積極的に実施、訪日外国人旅行者向け商品も
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周遊エリアまでの往復と、周遊エリア内の高速道路を定額でご利用になれるお得な料金プランや、地域と連携してご提供
する周遊エリア周辺の観光施設の優待がセットになった料金割引など、これまでにない割引プランの提案を実施
民営化以降38件の企画割引（周遊型）を実施。

北陸新幹線開業記念

ドライブプラン

2015.3.14～6.30

春のやまなし

ドライブプラン

2015.3.1～6.30

○企画割引（周遊型割引）

外国人観光客向け

周遊プラン

2014.1.25～2016.3.31

最近の主な販売プラン

民間ノウハウ発揮により、多様で弾力的な料金設定

２ 高速道路事業の取組み状況 高速道路の価値を守り、高めるための取組み

⑧多様で弾力的な料金設定（民間ノウハウ発揮）
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３ 関連事業の取組み状況



３ 関連事業の取組み状況 ①関連事業の展開（民間ノウハウ発揮）

【民間ノウハウ発揮による関連事業の実施】

・ＮＥＯＰＡＳＡ・ＥＸＰＡＳＡを中心に、お客さまに感動いただけるサービスエリアを創造
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○お客さまが店舗を選んでいただける複合商業施設ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
「NEOPASA（ﾈｵﾊﾟｰｻ）」「EXPASA（ｴｸｽﾊﾟｰｻ）」の開業

新東名・NEOPASA駿河湾沼津（上り）

東名・EXPASA富士川（上り）

・東名・足柄（上下）、東名阪・御
在所（上下）、名神・多賀（下）
【2010年度オープン】

・中央道・談合坂（下）、東名・海
老名（上）【2011年度オープン】

・東名・富士川（上）【2013年度
オープン】

・新東名・駿河湾沼津（上下）、
清水（集約）、静岡（上下）、
浜松（上下）
【2012年度オープン】

○お客さまニーズの高い新業態を導入

・コンビニエンスストア（67店舗）

・カフェショップ（39店舗）

・グロッサリーストア（6店舗）

・ドッグカフェ（4店舗） など

（2014.10.1時点）

東名：EXPASA海老名（上り）
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ「成城石井」の展開

○すべてのお客さまに快適にご利用いただける商業施設へ

お手洗いの美化 障害者への思いやりシート

・ぷらっとパーク駐車場の改良・拡大、市街地
案内看板の整備も計画的に実施。

※「ぷらっとパーク」とは、高速道路のＳＡ・ＰＡ
を近隣住民の方々にもご利用いただける
よう、一般道側の駐車場などの整備を
行ったもの。

○海外からのお客さまにもご利用しやすい商業施設へ

○ぷらっとパークの整備により近隣住民のお客さまもご利用しやすい商業施設へ

・コンシェルジュコーナーは、2012年10月に日本政府観
光局から「外国人観光案内所」の認定を受け、英語・中
国語等の電話通ｻｰﾋﾞｽを実施

・外国人旅行者に対する免税対象品目の拡大（2014年
10月1日～)に伴い、一部のｻｰﾋﾞｽｴﾘｱで免税店開設

「外国人観光案内所」認定看板

「ぷらっとパーク」のイメージ

長距離ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰに対応したｻｰﾋﾞｽ
「ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｽﾞｽﾎﾟｯﾄ」

【EXPASA（ｴｸｽﾊﾟｰｻ）】

【NEOPASA（ﾈｵﾊﾟｰｻ）】



３ 関連事業の取組み状況 ②地域に根ざした事業展開（地域連携）

【地域に根ざした事業展開】

・ＳＡ・ＰＡ内の関連事業敷地を有効活用し、地域社会と連携した生活支援商品や地産商品等を展開

・地域食材を活かしたメニュー開発、これまで販売していなかった地域性を追求した地場産品の販売、
地域テナントの誘致による地域との調和と雇用の促進
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地元農家による地産商品の販売
（やさい村）

中央道・談合坂ＳＡ（上り）

地元農家による地産商品の販売
（軽トラ市）

新東名・ＮＥＯＰＡＳＡ清水（集約）

生活支援商品の展開
（フリーマーケット）

名神・ＥＸＰＡＳＡ多賀（下り）

地域食材を開発テーマとした
「メニューコンテスト」

「越前漆器」コーナー
北陸道・南条ＳＡ（下り）

地域ﾃﾅﾝﾄ：赤福（三重県）
東名阪・EXPASA御在所（上）



３ 関連事業の取組み状況 ③新規事業の展開（民間ノウハウ発揮）

【民間ノウハウ発揮による新規事業の展開】

・海外事業・旅行業・カード事業のほか、地域と連携した新規事業を積極的に展開
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（広告枠）

①オリジナルブランド「N+U（ニュー）」のメッセンジャーバッグ
②異業種とのコラボによる「D-LIVE PROJECT」商品
③キャディバッグなどゴルフ関連商品

廃材をリサイクルして開発した商品

○旅行業・Ｗｅｂ事業

Webサイトへの広告

旅行業の展開
（舞鶴若狭道 開通直前見学ﾊﾞｽﾂｱｰ）

プレミアムドライバーズカード

○カード事業

○新商品開発

イオンNEXCO中日本カード

○海外における高速道路事業・コンサルティングなどの収益事業

カザフスタン運輸通信省との
交通管制導入に向けた協議

インド道路交通省のセミナーでの
社員によるプレゼンテーション

土岐南多治見ＩＣ周辺開発
「テラスゲート土岐」

○地域と連携した交流拠点の開発○保有資産の有効活用

東名・東名川崎～横浜青葉間
荏田第二高架橋下 コンビニ



４ 会社からの提案事項
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今後当社が地域の活性化や日本の社会・経済にこれまで以上に貢献するとともに、お客さまに安全で安心・快適

に高速道路をご利用していただくために必要と考える会社からの提案事項は以下のとおり。

（１）民間の経営マネジメントによる効率性の追求と公共･社会的使命を追求するための取組み

建設事業の概成と経年劣化への本格的対応を見据え、民間企業としての創意工夫による効率性を更に高めつ

つ、その結果をコスト削減や安全性向上に繋げるための制度の拡充や、より柔軟な運用

会社の徹底したコスト削減努力を上回る経費の上昇分について、債務の返済状況を勘案しつつ、機構との協定に

おいて適切に反映

４ 会社からの提案事項

慢性的な渋滞を生じている中央道小仏トンネル付近などのボトルネック対策や、冬季の安全確保が課題となって

いる東海北陸道の飛騨清見以北などの暫定２車線区間の機能強化について、債務の返済状況を勘案しつつ、

お客さまの安全の確保、また利便性向上の観点から、引き続き、関係機関との緊密な調整により対応

１）民営化時に創設されたインセンティブ助成制度は、建設事業のコスト削減意識の向上に大きな効果を発揮

２）新東名・新名神など、真に必要な道路をコスト削減を図りつつ建設・管理することで、「公共」の使命を追求

他方、昨今は会社のコスト削減努力だけでは解決が困難なほど労務単価や材料費等が高騰し、建設・管理の両面

で大きな支障が生じる可能性

３）民営化以降、大都市圏環状道路、4車線化事業、渋滞対策事業等について、順次事業化

29



４ 会社からの提案事項

高速道路の本格的な経年劣化対策にあわせた重量超過等の法令違反車両の機動的かつ有効な取締りなど、

現地に即した手続きや意思決定・調整の迅速化に向け、高速道路機構や他の高速道路会社とさらに連携を深め

対応

（２）会社間の協調と競争の促進及び関係機関との連携強化により、迅速かつ機動的に事業を展開するための取組み

１）全国的なサービス展開や料金の公平負担という大きな枠組の下、「民間ノウハウ発揮による多様で弾力的な料金

設定」の具体化として、交通混雑期の交通分散のための割引（交通需要マネジメント）や地域ニーズに応じた観光促進の

ための周遊プランなど、積極的に取り組み

高速道路ネットワーク全体を「賢く使う」ための、シームレスな料金のように関係機関や高速道路各社が連携して

進める取組みと、企画割引のように会社の創意工夫を一層活かしつつ、より弾力的かつ機動的に料金設定できる

枠組み

２）民営化前は日本道路公団が自ら行っていた道路管理者の権限代行を、民営化後は専ら機構が行うことと

なったが、改正災害対策基本法による放置車両移動の迅速な措置など、関係機関と連携しつつ対応
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